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⽇本の⾷や農業を⽀える企業・団体からの協賛が決定︕ 

〜22 世紀の⾷や農業の未来を思い描く『未来エッセイ 2101』〜 
 

⼀般社団法⼈アグリフューチャージャパン（理事⻑︓合瀬宏毅、東京都港区）が、イノベーター養成アカデミー開
講記念*として 2023 年 4 ⽉ 29 ⽇より募集を開始しました『未来エッセイ 2101』 (以下、本コンテスト)に協賛いた
だける企業・団体様が決定いたしました。 

 
既に発表済みの各賞（最優秀賞１名/副賞 100 万円、優秀賞２名/副賞 30 万円、入選 8 名/副賞 5 万円）

に加え、この度、下記協賛企業・団体様のご協⼒のもと協賛企業賞を設定いたします。協賛企業からは、各企業・団
体様にちなんだ商品や、宿泊・商品券等を副賞として提供いただく予定です。 

今回発表させていただいた企業・団体様のほかにも、協賛をご検討いただいている企業様もございますので、第⼆弾
の協賛企業発表も楽しみにお待ちください。 

 
本コンテストは、みなさんが思い描く 22 世紀の⾷や農業の未来はどんなものなのか、未来に「あったらいいな」「できた

らいいな」と思うアイデアを、合計 1,200 ⽂字以内のエッセイ形式でご応募いただく、ユニークなエッセイコンテストです。 
協賛企業・団体の皆様のご協⼒により、本コンテストをより魅⼒のある形で実施いたします。できるだけ多くのみなさん

に、⾷や農の未来について考えるきっかけとして、またアイデアを考えることの楽しさを感じる機会としてこのコンテストを楽
しんで頂ければと思います。 

本コンテストの応募は、7 ⽉ 21 ⽇（⾦）まで受け付けておりますので、たくさんのご応募、お待ちしております。 
 
【協賛企業・団体】 

 
 

※ 2024 年 4 ⽉から開講する、アグリビジネス分野で新たな価値の創出や課題解決に取り組みたいと思う⽅に向けた新たな教育課程。アイデア創出から
仮説検証、計画策定を最短 1 年で⾏う実践中⼼のカリキュラムが特⻑。 
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【本コンテストの募集要項】 
募集テーマ 

22 世紀の⾷や農業の未来に「あったらいいな」「できたらいいな」を聞かせてください 

応募内容  合計 1,200 文字以内のエッセイおよびタイトルをご提出ください。 
① 22 世紀の「⾷や農業の未来」はどのようなものか語ってください(600 文字以内) 
② 未来を実現するための「あったらいいな・できたらいいな」を語ってください(600 文字以内) 

 その他、応募内容を補足する資料があれば添付してください(任意) 
応募要件  所属・年齢不問でどなたでも応募可能です。 

 応募は自作・未発表かつ⽇本語のものに限らせていただきます。 
応募方法 当法⼈ HP の指定フォームより応募 
スケジュール 内容 ⽇程 

応募締切                           
書類審査(当法⼈内で審査の後、外部審査員による最終審査を実施)  

受賞者発表(当法⼈ HP にて公開予定) 

表彰式(都内にて開催予定) 

2023 年 7 ⽉ 21 ⽇(⾦) 
2023 年 7 ⽉〜10 ⽉ 
2023 年 10 ⽉ 16 ⽇(⽉) 
2023 年 11 ⽉ 18 ⽇(土) 

審査基準 ご応募いただいたエッセイについて、以下３つの観点から、総合的に審査します。 
「革新性」   「ワクワク感」  「視点のユニークさ」 

最終審査員  ⻘⼭ 浩子(新潟⾷料農業⼤学 准教授・ジャーナリスト) 
岡田 亜希子(㈱シグマクシス Research／Insight Specialist) 
豊永 翔平(㈱Cultivera 代表取締役 CEO) 
三村 昌裕(三村戦略パートナーズ㈱ 代表取締役社⻑) 
合瀬 宏毅((⼀社)アグリフューチャージャパン 代表理事理事⻑) 

賞・賞⾦  最優秀賞   1 名  副賞 100 万円 
 優秀賞     2 名  副賞  30 万円 
 入選       8 名  副賞   5 万円 
 協賛企業賞 6 名  副賞 副賞は受賞者発表時に発表 
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【社団概要】 

社団名︓⼀般社団法⼈アグリフューチャージャパン 

所在地︓東京都港区港南 2-10-13 農林中央⾦庫品川研修センター5 階 

理事⻑︓合瀬宏毅（元 ⽇本放送協会 解説副委員⻑） 

設⽴︓2012 年 2 ⽉ 

会員数︓228 会員（2023 年 3 ⽉ 31 ⽇現在） 

事業内容︓AFJ ⽇本農業経営⼤学校の運営、農業分野における調査・研究等 

HP︓https://www.afj.or.jp 

 

AFJ ⽇本農業経営⼤学校について 

2013 年 4 ⽉に、産業界・農業界・学界の業界の垣根を超えた幅広い企業・団体の会員の皆様のご協⼒により、『⽇

本農業経営⼤学校』の名で開校。 

2 年間全寮制で農業経営を学ぶカリキュラムで、全国に次世代を担う農業経営者を多く輩出している（卒業生 119

名︓2023 年 3 ⽉ 31 ⽇時点）。 

その後、農業を取り巻く環境や教育ニーズの変化に対応していくため、2022年にアグリフューチャージャパンの経営理念

を再構築し、新たに「農業を変革する⼈材の育成」、「農業界全体の経営⼒の底上げ」というミッションのもと、教育内

容の⾒直しを実施。 

そして、開校 10 年となる 2023 年度より、これまでの枠組みにとらわれず、教育ノウハウや会員基盤といった強みを最

⼤限発揮し、様々な価値を提供していきたいという思いから、AFJ（AgriFuture Japan）を冠した『AFJ ⽇本農業

経営⼤学校』と名称を変更し、新たな教育課程を提供開始。 

 

『AFJ ⽇本農業経営⼤学校 オンラインスクール』（2023 年 6 ⽉開講） 

就農年数や経営段階によって必要となってくる学びやスキル、解決したい課題に合わせた講座を提供します。オンライン

中⼼の受講スタイルで、仕事との両⽴が可能です。 

 

『AFJ ⽇本農業経営⼤学校 イノベーター養成アカデミー』（2024 年 4 ⽉開講） 

アグリビジネス分野で新たな価値の創出や課題解決に取り組みたいと思う⽅に向けた実践中⼼のカリキュラムです。アイ

デア創出から仮説検証、計画策定を最短 1 年で⾏います。 
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